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１．研究の動機

食べ物をかむとだ液が出る。だ液は食べ物の消化のためだけでなく、食べたものを洗い流す。さらに、口の中を中性
に保つ働きによって歯を酸から守る存在でもある。今回、私は口の中のpHが、食後にどのように変化していくかを確か
めるために何種類かの食品で実験し、「かむこと」とだ液の関係について調べることにした。

２．実験の方法

<用意した食品>リンゴジュース、リンゴジュレ、リンゴ（つがる）、スポーツドリンク、ラムネ(ブドウ糖)

➀使う食品のpHをpH試験紙で測定する。
②被験者（実験を受ける人。３人）は歯磨き後に、口の中(上の前歯の裏側)のpHをBTB（ブロムチモールブルー）試験
紙で測定する。

③食品を口に含み(液体は１００ｍｌを1分かけて、固体は30回以上かんでから)飲み込む。
④飲み込んだ1分後、5分後、10分後、15分後、20分後、30分後、（40分後）にそれぞれ口の中のpHを測定する。

※オレンジやブドウやバナナではなくリンゴを選んだ理由：リンゴは他の果物より硬めで、よくかまないと飲み込めない
食品だと思ったため。よくかむことで、だ液が出て中性に戻りやすいかどうかを調べたかったからである。

※実験前に食べたもの等の影響が出ないよう始める際に、まず歯磨き後のpHを測定してそれぞれの実験をした。

※ラムネは固体のため、くだいて湯で溶かした状態にしてpH測定した。

３．予想

・リンゴはよくかまないと飲み込めない食品のため、かむことでだ液がたくさん出て中性へ戻るスピードが速いと考えた。
・ジュースはかまないで飲むだけだからだ液があまり出なくてpHは酸性になりやすく中性にもどりにくいと予想する。
・さらにジュースよりジュレの方がドロドロしているので、口の中に残り中性に戻りにくい状態は長く続くと思う。ラムネは固
体だが、糖分が多く含まれる食品のため中性に戻りにくいと考えた。
・スポーツドリンクはリンゴジュースよりは中性に戻りやすいと思う。

４．実験の結果

表：飲食後の口の中のpHの変化

飲食後の口の中の
pHの変化

被験
者 歯磨き後

pH

飲み込ん
だ

1分後pH 5分後pH 10分後pH 15分後pH 20分後pH 30分後pH 40分後pH
りんご1/6個 A 6.5 6.5 6.5 6.0 6.0 6.5 6.5 6.5 

(30g) B 6.5 7.0 6.5 5.5 5.5 5.5 6.5 6.0 
pH:4.0 C 7.0 6.5 6.5 6.5 6.5 7.0 6.5 7.0 
りんごジュース A 6.5 6.2 6.6 6.8 6.6 6.8 6.8 

(100ml)
pH:3.0

(100ml)
pH:3.0

B 6.5 6.2 6.6 6.0 6.2 6.4 6.6 
C 6.5 6.2 7.0 7.0 6.8 6.6 6.8 

りんごジュレ A 7.6 6.8 6.4 6.8 7.0 7.2 7.4 7.4 
(125g) B 6.8 6.8 6.4 6.4 6.5 6.5 6.5 6.8 
pH:3.5 C 6.8 7.0 6.8 6.8 6.8 6.8 6.8 
スポーツドリンク A 6.5 6.5 6.5 7.0 6.5 7.0 7.5 

B 5.5 5.0 5.0 5.0 5.5 5.5 6.5 
C 6.7 5.5 6.5 6.5 6.7 7.0 6.5 

ラムネ 3粒 A 7.2 7.4 7.2 7.0 6.6 6.8 7.0 6.6 
( ２g) B 6.4 7.0 6.6 6.4 6.4 6.5 6.5 6.5 
pH:3.0 C 7.1 7.4 7.2 7.2 7.2 7.0 7.0 6.8 

※40分後は計測できたもののみ記入




